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日本人は世代間の差はありますが、戦後から今に

至るまで一貫して関心が高い外国はアメリカ合衆国

(以下、米国)です。奇妙なことは、敵国であったに
もかかわらず敗戦後間もなくから米国を好意的に受

入れていたことです。経済援助を受けていましたか

ら、その限りであるならば理解できますが、それを

越えて好意的であったように思います。新聞等のメ

ディアの外国記事は極端に米国に片寄っていました。

勿論、国として政策、基本方針が米国追随であるこ

とがその理由にあげられるわけですが、文化面でも

好意的であることには何か別の民族的要素があるよ

うにも思えます。 
 日本は米国の真似をずい分してきました。私は

1970年～1973年に留学して米国で暮らしていまし
たが、スーパーのチェーン店がすでに沢山できてい

て、百貨店の衰退が始まっていました。使い捨て文

化の中にあって、週末のピクニックにはプラスチッ

ク製品のゴミの山がつきものでした。市民の財布に

は何枚もクレジットカードが納まっていましたが、

他方でカード破産する人々も出ていたので警告記事

が新聞に載っていました。安価なマクドナルドハン

バーガーがテレビでくり返し宣伝され、子供には大

人気でドライブインは家族連れでにぎわっていまし

た。 
 気がつくと、今の日本にはとても似た状況がみら

れます。さらにさまざまな分野で米国を追随してい

ます。私は基礎医学研究が専門ですが、大学院卒業

後に米国留学して英語で論文発表し、その後留学先

の研究材料を日本に持ち帰って研究を継続すること

で、その分野の日本でのリーダーの地位を獲得、そ

れを手がかりにして助教授、教授へと昇進するのが

一つのパターンでした。最近もアルツハイマー関連

遺伝子を米国留学先から持ち出して理化学研究所に

就職していた日本人研究者が留学先の研究所から訴

訟を起こされていますが、30年前と基本的には同じ
構図で米国追随が継続していることがわかります。 
 米国の豊かな生活、進んだ学術研究は日本の目標

になっていたわけで、それを受入れる、あるいは真

似ることは必要でした。しか

点も米国においては明らかに
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